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(3) 1992年（平成4年）2月1日発行 

あなど 

侮 
o 

みかん 

(247号） 

つ 

O 40歳以上の人の 
ごはん 

ていませんか 

糖尿病の迷信に 
惑わされていませんか 

日本酒、 ビールを飲むと糖尿病に 

なるが、 ウイ スキーなら大丈夫？?? 

1992年（平成4年）2月1日発行（2) (247号） 

割を占める成人病 ＠ 
うどん そば 

糖尿病の恐ろしさ 

'1 約
 

ロ 
ノ‘イナッフ’ル 

三
大
成
人
病
と
い
え
ば
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
で
す
が
、
 

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
成
人
病
の
ー
つ
に
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。
 

と
い
う
の
も
、
平
成
元
年
に
厚
生
省
の
研
究
班
が
行
っ
た
調
 

査
（
W
H
O
基
準
）
に
よ
る
と
、
四
十
歳
以
上
の
人
で
約
十
人
 

に
一
人
、
都
市
部
で
は
三
十
歳
以
上
の
人
で
約
十
人
に
一
人
が
 

糖
尿
病
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果
が
で
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

ほ
つ
っ
て
お
け
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
併
発
す
る
と
い
 

う
糖
尿
病
ー
こ
の
、
知
ら
れ
て
い
そ
う
で
、
実
の
と
こ
ろ
は
 

「
尿
に
糖
が
で
る
病
気
で
し
ょ
」
ぐ
ら
い
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
 

い
成
人
病
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
 

糖
尿
病
と
は
、
分
か
り
や
す
 

く
い
う
と
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
 

糖
が
増
え
る
病
気
で
す
。
 

血
液
中
に
は
糖
が
溶
け
込
ん
 

し
 
で
い
ま
す
（
ど
れ
ぐ
ら
い
溶
け
 

い 
込
ん
で
い
る
か
を
示
す
の
が
血
 

ノくナナ 
リんご ン

 
パ
 

糖
値
）
。
細
胞
が
、
こ
の
糖
を
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
取
り
込
む
 

際
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
 

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
何
か
の
 

原
因
で
弱
く
な
る
と
、
普
通
の
 

糖
の
濃
度
で
は
細
胞
内
に
入
り
 

に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
 

と
、
血
液
中
の
糖
の
濃
度
が
上
 

が
っ
て
し
ま
う
ー
こ
れ
が
、
糖
 

尿
病
で
す
。
 

糖
尿
病
と
い
う
と
、
と
か
く
 

尿
に
糖
が
で
る
病
気
だ
と
思
わ
 

れ
が
ち
で
す
が
、
本
質
は
、
尿
 

に
糖
が
出
る
と
い
う
こ
と
よ
り
 

も
、
血
液
中
の
糖
が
過
剰
に
な
 

る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
イ
ン
ス
 

リ
ン
の
分
泌
が
低
下
し
た
り
、
 

働
き
が
弱
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
 

に
あ
る
の
で
す
。
 

全体に占める割合 

17.8% 

12.8% 

12.1% 

12.1% 

9.3% 

●視覚障害の主原因● 

疾 患 名 

糖尿病性網膜症 

緑内症 

白内症 

網膜色素変性症 

高度近視 

位
 
位
 
位
 
位
 
位
 
位
 

順
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 

) ＜資料＞厚生省 

『
ほ
・
p
り
っ
ぱ
な
し
で
は
！
 

． 

さ
ま
ざ
ま
な
 

！ 

． 

病
気
を
併
発
ノ
！
 

●平成元年度基本健康診査実施判定状況● 

基本健康診査受診者数 糖尿病（疑いを含む） 

総 数 a364,255人 631,578.A. (11.7%) 

和歳～相歳 1,340,255人 79,883人 (6 .0%) 

50歳～駒歳 1,621,576人 145,333.A. (9 .0%) 

60歳～69歳 乙068,364人 234,672人 (11.3%) 

70歳以上 1.334,006人 171,690人 (12.9%) 

糖
尿
病
の
発
病
の
仕
組
み
は
 

ま
だ
よ
く
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
 

ん
が
、
過
食
や
運
動
不
足
か
ら
 

く
る
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
 

密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
 

明
ら
か
で
す
。
事
実
、
現
在
肥
 

満
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
以
前
 

肥
満
し
て
い
た
人
た
ち
の
多
く
 

が
、
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
ま
 

す。 し
か
し
、
肥
満
や
ス
ト
レ
ス
 

が
、
即
糖
尿
病
に
つ
な
が
る
と
 

い
う
の
も
早
計
す
ぎ
ま
す
。
肥
 

満
者
の
な
か
に
も
糖
尿
病
に
な
 

り
や
す
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
 

が
い
る
か
ら
で
す
。
 
つ
ま
り
、
 

糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
素
質
が
 

あ
っ
て
、
そ
の
う
え
に
肥
満
や
 

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
要
因
が
加
わ
 

る
と
、
糖
尿
病
に
な
る
と
考
え
 ＜資料＞厚生省 

糖
尿
病
で
恐
ろ
し
い
の
は
合
 

併
症
で
す
。
血
糖
値
が
高
い
状
 

態
が
長
く
続
く
こ
と
で
、
じ
わ
 

じ
わ
と
体
が
む
し
ば
ま
れ
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
病
気
が
併
発
す
る
の
 

で
す
。
合
併
症
の
主
な
も
の
を
 

み
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

①
網
膜
症
な
ど
の
視
覚
障
害
 

②
血
液
の
透
析
が
必
要
と
な
る
 

腎
症
 

③
足
先
の
し
び
れ
や
立
ち
く
ら
 

み
、
発
汗
異
常
、
下
痢
な
ど
 

の
神
経
障
害
 

え
 

そ
 

④
足
先
が
腐
っ
て
く
る
壊
痘
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
ば
い
菌
に
 

対
す
る
抵
抗
力
の
低
下
に
よ
っ
 

に
い
も
の
も
ら
い
や
お
で
き
、
 

勝
脱
炎
、
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
 

各
種
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
 

く
な
り
ま
す
。
 

特
に
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に
 

よ
る
視
覚
障
害
は
、
全
体
の
原
 

因
の
第
一
位
。
ま
た
、
血
液
の
 

透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
の
 

原
因
疾
患
の
第
二
位
に
、
合
併
 

症
で
あ
る
腎
症
が
挙
げ
ら
れ
て
 

い
る
こ
と
か
ら
も
、
糖
尿
病
の
 

合
併
症
の
恐
ろ
し
さ
が
う
か
が
 

え
ま
す
。
 

．
家
族
の
な
か
に
 

！ 

一
そ
れ
議
暁
詳
」
 

、

J

 

ノ

・

・

 

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
素
質
は
あ
 

る
程
度
遺
伝
す
る
こ
と
が
知
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
家
 

族
の
な
か
に
糖
尿
病
患
者
が
い
 

る
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
で
‘
赤
 

信
号
”
。
過
食
や
運
動
不
足
を
 

避
け
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
 

よ
う
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

ル
ま
の
一
糖
い
 

ー
り
て
コ
 
、て 

ビ
な
し
ル
が
し
 

や
異
と
ア
の
通
 

酒
が
ル
 
、
も
共
 

本
法
一
た
る
は
 

日
造
コ
ま
き
と
 

、
製
ル
 

、
で
こ
 

と
や
ア
と
て
る
 

一
料
、
こ
れ
す
 

キ
原
し
る
さ
く
 

ス
、
か
あ
解
悪
 

イ
は
し
が
分
を
o
 

ウ
で
o
量
が
病
す
 

と
す
熱
ル
尿
ま
 

糖尿病になっ たら、 パ ン はいいけ 

どごはんはだめ？?? 

で
法
だ
、
と
杯
量
0
 

題
療
ん
に
く
一
熱
6
 

問
事
飲
t

よ
く
の
く
 

Iー
 

《レー 

う
食
り
し
ス
軽
う
枚
 

.
1
1

限
；
ー
ム
，
 

い
の
た
低
ン
 
、
ラ
l
o
 

と
病
べ
最
ラ
に
グ
ン
す
 

い
尿
食
要
バ
み
0

パ
ま
 

悪
糖
に
必
を
な
1

食
し
 

い
o

日
を
素
ち
1

、当 

い
ん
1

量
養
o
約
も
相
 

が
せ
、
熱
栄
す
く
量
に
 

ら
ま
は
総
る
で
ん
の
う
 

ち
り
本
る
ゆ
と
は
質
ム
 

ど
あ
基
す
ら
こ
ご
糖
ラ
 

は
の
り
あ
る
の
も
グ
 

る
 

あ
 

類
 

種
 

n
ノ］ 

・太〕 
●
」
 病

 
尿
 

糖
 

一
言
で
糖
尿
病
と
い
っ
て
も
 

糖
尿
病
に
は
ニ
つ
の
タ
イ
プ
が
 

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

一
つ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
 

を
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
 

「
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
糖
尿
病
％
 

も
う
ー
つ
は
、
四
十
歳
以
上
の
 

人
に
多
く
、
成
人
病
と
し
て
よ
 

く
知
ら
れ
て
い
る
「
イ
ン
ス
リ
 

ン
非
依
存
型
糖
尿
病
」
 
で
す
。
 

数
の
う
え
か
ら
み
る
と
圧
倒
的
 

に
多
い
の
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
非
 

依
存
型
糖
尿
病
で
す
。
 
「
文
明
 

病
」
あ
る
い
は
、
「
飽
食
の
時
代
 

の
病
気
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
現
 

在
、
日
本
で
糖
尿
病
患
者
数
の
 

急
増
の
原
因
と
な
り
、
問
題
視
 

さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
タ
イ
プ
 

で
す
。
 

イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
 

型
糖
尿
病
は
、
発
見
が
早
け
れ
 

ば
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
は
不
用
で
、
 

食
事
療
法
な
ど
で
治
す
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 こ

こ
数
年
、
子
ど
 

も
糖
尿
病
患
者
が
増
 

え
て
い
ま
す
。
 

東
京
都
の
十
八
歳
未
満
の
児
 

童
生
徒
、
三
十
万
人
を
対
象
に
、
 

糖
尿
病
の
発
症
率
を
調
べ
た
デ
ー
 

タ
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
（
日
本
 

大
学
医
学
部
、
北
川
照
男
教
授
 

ら
が
行
っ
た
、
学
校
検
尿
調
査
 

に
よ
る
も
の
）
。
 

病

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
十
万
 

艮
人
に
対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
 

長
に
は
一
、
二
人
だ
っ
た
糖
尿
病
 

糖
の
発
症
率
が
、
一
九
八
〇
年
代
 

子どもに忍び寄る 
前
半
に
は
二
、
三
人
に
。
そ
し
 

て
、
一
九
八
九
年
に
は
五
人
と
、
 

確
実
に
増
え
て
い
る
の
が
分
か
 

り
ま
す
。
 

こ
こ
に
挙
げ
た
糖
尿
病
は
、
 

成
人
病
の
ー
つ
と
し
て
知
ら
れ
 

て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
の
 

糖
尿
病
。
食
生
活
な
ど
で
、
生
 

活
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
い
ま
 

ま
で
は
四
十
歳
以
上
の
人
に
み
 

ら
れ
た
糖
尿
病
が
、
子
ど
も
に
 

ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
ま
ま
で
は
、
糖
尿
病
を
 

成
人
病
と
し
て
で
は
な
く
、
国
 

貧
ザ
 民

病
と
し
て
考
え
て
 

い
け
な
く
て
は
な
ら
 

な
く
な
り
ま
す
。
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1992年（平成4年）2月1日発行（4) 

くふれあいふるさと塾＞具体化に向けて 

まちづくりプロジェクトチーム、熊本県小国町視察

現在くふれあいふるさと塾＞建設にむ 

けて、検討を急いでいます、まちづくり 

プロジェクトチーム（藤林俊信会長他30 

名）のメンバーは、昨年12月10・11日の 

両日、先進地視察をしました。 

木造のドーム（小国ドーム）で有名な 

熊本県小国町です。 

この小国町では、町外から“風’’を積極 

的に取り入れ、そしてそれを‘‘土”にしよ 

うとの意気込みにあふれていました。 

（この施設をご覧いただければ、ご理解 

いただけるのでは）。そして、特産の木の 

温もりを活用した、他には見られない独 

創的なまちづくりを行っています。 

4（小学校） 

曾（宿泊研修施設：木魂館） 
（とんがり屋根は杉をイメージしたものです）（研修施設） 

' 

詳
麟
周
姦
劃
 

昨
年
 11 

月
 23 

日
に
、
第
十
一
 

回
金
田
町
短
歌
大
会
が
中
央
公
 

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

出
詠
者
は
三
十
四
名
で
 
「ふ 

る
さ
と
カ
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
 

ス
タ
」
最
終
日
の
三
日
ま
で
に
 

提
出
さ
れ
た
短
歌
作
品
で
す
。
 

当
日
は
先
づ
出
詠
者
全
員
に
 

よ
る
互
選
に
よ
り
、
町
長
賞
・
 

議
長
賞
・
教
育
長
賞
・
公
民
館
 

長
賞
各
一
首
と
入
選
三
首
を
選
 

び
、
つ
づ
い
て
選
者
阿
部
重
宏
 

先
生
の
選
に
よ
る
天
賞
・
地
賞
・
 

人
賞
各
一
首
と
佳
作
四
首
の
発
 

表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
入
賞
者
に
賞
状
・
賞
品
授
 

与
が
行
わ
れ
、
教
育
長
挨
拶
の
 

後
、
講
師
阿
部
先
生
よ
り
入
選
 

歌
の
講
評
と
全
出
詠
歌
に
つ
い
 

て
の
添
削
の
指
導
が
あ
り
ま
し
 

た
。
最
後
に
記
念
写
真
を
写
し
 

て
感
銘
深
く
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
 

来
年
以
降
も
実
施
し
て
い
く
 

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

大
会
で
選
ば
れ
た
入
賞
の
詠
草
 

と
作
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

の
部
〕
 

三
村
 
和
子
 

木
枯
ら
し
に
背
な
を
押
さ
れ
て
 

ゆ
く
わ
れ
を
落
ち
葉
舞
い
つ
つ
 

わ
れ
を
追
ひ
ぬ
く
 

議
長
賞
 

金
山
 
武
子
 

さ
よ
う
な
ら
と
車
窓
に
書
き
て
 

降
り
ゆ
き
し
唖
の
少
女
の
瞳
忘
 

れ
ず
 

教
育
長
賞
 

田
代
 

稔
 

つ
か
の
間
の
家
の
ぬ
く
も
り
味
 

わ
い
し
人
等
に
今
日
も
火
砕
流
 

続
く
 

公
民
館
長
賞
 
金
山
 
良
子
 

自
転
車
を
立
ち
て
こ
ぎ
ゆ
く
夢
 

見
し
と
車
椅
子
に
笑
む
身
障
の
 

友
は
 

人 
賞 

入 
選 

佐
竹
喜
久
雄
 

消
え
ん
と
す
る
父
の
生
命
を
思
 

い
つ
つ
帰
る
師
走
の
雨
は
つ
め
 

た
き
 

入 
選 

久
保
 

の
ぶ
 

視
線
会
ひ
し
佐
渡
金
山
の
洞
窟
 

に
動
く
人
形
は
生
き
る
る
ご
と
 

ノ
、
 

入 
選 

香
月
ミ
サ
ヲ
 

安
ら
ぎ
の
日
々
を
迎
え
て
亡
き
 

夫
に
盛
し
得
ざ
り
し
悔
の
数
々
 

〔
選
者
選
の
部
〕
 

欄（］ 

福田 

昌
 

炭
塵
の
よ
ご
れ
な
く
な
り
し
金
 

田
駅
を
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
の
レ
ー
 

ゆ
 

ル
バ
ス
往
く
 

地 
賞 

田
村
キ
ヌ
エ
 

十
年
前
嫁
の
買
ひ
く
れ
し
日
和
 

下
駄
お
り
お
り
拭
き
ぬ
箱
よ
り
 

出
し
て
 

千
手
佐
起
子
 

木造建築物司、国ドーム）曾 

（小学校の案内板 

~ 

ツバキ 

幼
孫
に
お
婆
ち
ゃ
ん
背
中
と
注
 

意
さ
れ
思
は
ず
背
す
じ
を
の
ば
 

し
て
歩
む
 

佳 
作 

加
治
 
智
子
 

獅
子
楽
の
唯
子
に
の
り
て
踊
る
 

の
 

し
 

孫
の
大
製
斗
ゆ
る
る
背
中
い
っ
 

ぱ
い
に
 

佳 
作 

田
代
 

稔
 

つ
か
の
間
の
家
の
ぬ
く
も
り
味
 

わ
い
し
人
等
に
今
日
も
火
砕
流
 

続
く
 

佳 
作 

金
山
 
良
子
 

自
転
車
を
立
ち
て
こ
ぎ
ゆ
く
夢
 

見
し
と
車
椅
子
に
笑
む
身
障
の
 

友
は
 

佳 
作 

金
山
 
武
子
 

さ
よ
う
な
ら
と
車
窓
に
書
き
て
 

降
り
ゆ
き
し
唖
の
少
女
の
瞳
忘
 

れ
ず
 

o 12 

月
4

日
に
は
ひ
ら
ば
る
幼
 

稚
園
に
お
い
て
恒
例
の
モ
チ
つ
 

き
大
会
が
行
わ
れ
、
早
速
金
田
 

派
出
所
に
 
「
日
ご
ろ
の
お
ま
わ
 

り
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
」
 

と
、
鏡
餅
が
園
児
ら
に
よ
り
届
 

け
ら
れ
、
派
出
所
の
お
ま
わ
り
 

さ
ん
も
「
気
持
も
新
た
に
一
段
 

と
頑
張
り
ま
す
」
と
。
 

o
昨
年
 11 

月
 27 

日
、
本
町
五
丁
 

災
害
に
あ
っ
た
時
 

税
金
は
ー
 

災
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
税
 

金
の
面
で
救
い
の
手
が
あ
り
ま
 

す
。
所
得
税
の
軽
減
免
除
に
は
 

雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
、
災
害
 

減
免
法
に
よ
る
方
法
の
2

つ
が
 

あ
り
、
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
を
 

選
べ
ま
す
。
 

な
お
、
保
険
金
等
に
よ
っ
て
 

補
て
ん
さ
れ
る
金
額
は
、
損
失
 

額
か
ら
控
除
し
て
計
算
さ
れ
ま
 

す。 
軽
自
動
車
税
 

お
済
み
で
す
か
 

約
税
は
お
済
み
で
す
か
／
 

o
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
 

毎
年
4
月
1

日
現
在
に
お
い
 

て
軽
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
・
 

げ
ん
つ
吉
 

原
付
の
所
有
者
に
は
税
金
が
か
 

か
り
ま
す
。
 

売
買
・
譲
渡
・
廃
車
等
を
さ
 

れ
た
方
は
必
ず
次
の
場
所
で
手
 

続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

・ 
50 

」
5
島
」
の
原
付
・
農
耕
 

用
自
動
車
・
ミ
ニ
カ
ー
 

⑥
問
い
合
せ
先
 

役
場
税
務
課
 冒

助
0
5
5
5
 

・
軽
四
貨
物
・
軽
四
乗
用
・
軽
 

自
動
二
輪
・
二
輪
の
小
型
 

⑥
問
い
合
せ
先
 

筑
豊
車
検
所
 

嘉
穂
郡
庄
内
町
 

B
O
9
4
8
岡
3
0
8
0
 

※
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
 

は
、
新
た
に
平
成
4
年
度
に
軽
 

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
／
 

確定申告の期限は3月16日です 
（第2 第4土曜日は休みで丈） 

J
 

‘

ー

‘

 

ノ
 、

 

I
N
H
K

通
信
教
育
に
）
属
塵
厄
』
 

N
H
K
学
園
で
は
、
平
成
4
 

高
校
卒
業
後
、
二
年
間
の
 

年
度
の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
 

学
習
で
 
「
N
H
K
学
園
福
祉
 

攻
科
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
 
の
認
定
資
 

す
 。

 

普
通
科
コ
ー
ス
 
（
通
信
教
育
）
 

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
 

が
取
得
で
き
ま
す
。
 

選
科
コ
ー
ス
 
（
通
信
教
育
）
 

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位
 

が
取
得
で
き
ま
す
。
 

（
申
込
受
付
）
 

と
も
に
2
月
1

日
、
 

4
月
 15 

日
ま
で
 

専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
 

ス
ク
ー
ル
）
 

社
会
福
祉
コ
ー
ス
 

目
第
三
公
民
館
に
お
い
て
 
「派 

出
所
連
絡
協
議
会
」
が
実
施
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
趣
旨
は
、
地
域
住
民
の
 

皆
様
に
警
察
、
派
出
所
の
実
態
 

や
活
動
を
直
接
、
正
し
く
伝
え
、
 

併
せ
て
皆
様
方
か
ら
は
要
望
や
 

意
見
を
聞
き
、
各
事
件
事
故
の
 

未
然
防
止
等
の
警
察
活
動
に
反
 

映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

派

出

所

だ

よ

り

 

当
日
は
地
域
か
ら
十
六
名
の
 

住
民
の
方
、
そ
し
て
警
察
官
六
 

名
の
参
加
に
よ
り
協
議
が
行
わ
 

れ
、
田
川
警
察
署
か
ら
は
、
事
 

件
、
事
故
の
発
生
時
の
取
扱
い
 

格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

（
申
込
受
付
）
 

2
月
1

日
、
4
月
5

日
 

案
内
書
請
求
 
（
無
料
）
 

〒
1
8
6
1
0
1
 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
 

2
1
 36 

N
H
K
学
園
8
E
 12 

係
 

B
O
4
2
5
n
3
1
5
1
 

コ
ー
ス
名
・
郵
便
番
号
・
住
 

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ハ
ガ
 

キ
に
記
入
し
て
請
求
を
。
 

等
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
が
 

あ
り
、
ま
た
地
域
の
代
表
か
ら
 

警
察
に
対
す
る
要
望
や
意
見
な
 

ど
が
だ
さ
れ
約
二
時
間
に
わ
た
 

り
和
や
か
な
中
に
も
参
加
者
の
 

熱
意
が
印
象
的
で
し
た
。
 

そ
の
他
、
筑
豊
地
区
に
お
い
 

て
は
凶
悪
な
事
件
が
多
発
す
る
 

中
で
当
所
管
内
に
お
い
て
は
、
 

小
善
行
を
含
む
明
る
い
ニ
 
ュ
ー
 

ス
と
し
て
、
小
学
生
、
中
学
生
 

が
毎
日
の
挨
拶
運
動
の
展
開
、
 

拾
得
物
等
の
届
け
出
、
ま
た
、
 

金
田
中
学
校
に
お
い
て
は
、
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
、
野
球
、
剣
道
、
 

陸
上
等
ス
ポ
ー
ツ
に
抜
群
の
功
 

績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
 



(7) 1992年（平成4年）2月1日発行 (247号）(247号） 1992年（平成4年）2月1日発行 （6) 

1992年 （平成4年） 2月如 月（きさbぎ）F日bru日ry 
日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 お問い合わせ先 ご 家 庭 で の 予 定 備 考 

1 土
 

、
 

、
 

校内マラソン大会（1-2年） 

広報『カナダ』 2月号発行 

金 田 中 学 校 

企 画 開 発 課 

購与税の申告と納税（-3 /16) 

省エネルギー月間 成人病予防週間 

2 日 9 : 30 ~ 12 : 00 総 合 会 館 金田町少年の主張大会（主催金田町青少年育成町民会議） 社・ 会 教 育 課 

3 月 
' ~ 
. . 節分 

4 火 】 立春 

5 水 : 

6 木
 

13 : 30 ~ 

19 : 30 ~ 21 : 00 

校
 
区
 

学
 

小
 
地
 

田
 

金
 
各
 

ジフテリア予防注射 

地区懇談会（~7日） 

金 田 小 学 校 

n 金 田(yJ、 学 校 

7 金 : 
L‘トー）一、） 

土曜閉庁（役場が休みの土曜日） 

北方領土の日 

8 
‘
コ
 

土 : 

9 日 : 

10 月 】 広報『カナダ』 3月号原稿メ切 企 画 開 発 課 

11 火 】 建国記念日 

12 水 
' ~ 

. . 

13 木 : 

14 金 
' ~ 

■ ． 金 田 中 学 校 三者懇談（3年） 金 田 中 学 校 現代美術選抜展（~3 /2 ) 

15 土
 

8 : 50 ~ 11 : 35 

: 

金 田 小 学 校 

金 田 中 学 校 

授業参観（1・2校時）・懇談 

防災訓練 

金 田 小 学 校 

金 田 中 学 校 

16 日 8 : 30 ~ 13 : 00 町 民 会 館 男女混合インデイアカ大会 社 会 教 育 課 

17 月 
' ~ ' 

■ ． 平成3年度所得税の確定申告（-3 /16) 、税 務 診 賦 課 係 
、 ノ 、 ノ 

18 火 : 
、， J 

19 水 10 : 00 ~ 15 : 00 役 場 玄 関 前 愛の献血 福祉課環境衛生係 雨水 

20 木 : 

21 金 : 

22 

23 

土 : 土曜閉庁（役場が休みの土曜日） 

日 9 : 30 一～ 12 : 00 総 合 会 館 竹細工のっどい（主催金田町青少年育成町民会議） 社 会 教 育 課 

24 月 : 

25 火 18 : 40 ~ 田川文化セ ン タ ー 日本フイルin kyusyu '92 (18:00 開場） 田川公演実行委員会 

26 水 10 : 00 ~ 15 : 00 役 場 二 階 集 会 室 心配ごと相談 福 祉 課 福 祉 係 

27 水 : 

28 金 9 : 30 ~ 16 : 00 役場二階第3 会議室 納税相談（税務署による出張相談） 税 務 課 

29 土 : 

備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーケ月間、十日間、ー週間をとうして実施されます。 

＊ ご注意ください。網かけの日 すべて 役場が休みの日 です。 
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ー
年
金
の
確
認
、
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
 

昭
和
 61 

年
3
月
ま
で
国
民
年
金
 

に
は
任
意
加
入
で
し
た
。
し
た
 

が
っ
て
、
．
希
望
す
る
人
だ
け
が
 

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
て
き
 

た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭
 

和
 61 

年
4
月
か
ら
は
、
第
3
号
 

被
保
険
者
と
し
て
加
入
が
義
務
 

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
 

保
険
料
は
夫
が
加
入
し
て
い
る
 

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
が
 

ま
と
め
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
の
で
、
自
分
で
納
め
 

な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
し
か
し
、
制
度
上
そ
う
 

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
だ
ま
 

っ
て
ほ
お
っ
て
お
い
て
も
、
す
 

べ
て
会
社
や
市
町
村
で
や
っ
て
 

く
れ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
 

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
分
 

の
年
金
で
す
。
い
ま
一
度
、
第
 

3
号
被
保
険
者
の
加
入
届
が
済
 

ん
で
い
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
 

き
っ
。
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
 

組
合
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
 

出
さ
れ
た
人
数
分
の
拠
出
金
し
 

か
国
民
年
金
制
度
へ
納
付
さ
れ
 

ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
3
号
被
保
 

険
者
の
届
け
出
が
遅
れ
、
2

年
 

を
過
ぎ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
 

時
効
に
よ
っ
て
未
納
扱
い
と
さ
 

れ
、
そ
の
分
は
将
来
の
年
金
額
 

に
反
映
し
ま
せ
ん
。
極
端
な
場
 

、

 

●
 
・
 
、
 

一
 

一
 

《、 

し
 
「く一 

F
】 

合
、
年
金
が
も
ら
え
な
い
こ
と
 

も
で
て
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
 

届
け
出
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
 

夫
の
保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
 

届
け
出
を
一
回
済
ま
せ
た
か
ら
 

後
は
い
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
夫
が
退
職
し
 

た
り
、
自
分
が
会
社
に
勤
め
る
 

よ
う
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
 

そ
の
都
度
届
け
出
が
必
要
と
な
 

り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
 

さ
ん
は
、
自
分
で
保
険
料
を
納
 

め
る
必
要
が
な
い
た
め
、
や
や
 

も
す
る
と
、
こ
の
届
け
出
が
お
 

ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち
で
す
。
年
 

金
を
請
求
す
る
と
き
に
な
っ
て
 

気
が
つ
い
て
も
、
後
の
祭
り
に
 

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
 

簡
単
で
す
。
印
鑑
、
年
金
手
帳
 

健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
住
民
 

課
国
保
年
金
係
へ
お
こ
し
く
だ
 

さ
い
。
 ）

国

民

年

金

Q

 

入
 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
 

／
誤
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
の
こ
と
 

新
国
民
年
金
制
度
に
な
っ
て
 

女
性
の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
 

る
た
め
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
 

奥
さ
ん
は
第
3
号
被
保
険
者
と
 

し
て
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
 

、

、

 

一
こ
ん
な
と
き
 

F

児
童
扶
養
手
当
の
 

届
出
が
必
要
で
す
 

次
の
よ
う
な
場
合
、
児
童
扶
 

養
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
 

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
必
 

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

て
手
当
を
受
け
て
い
る
母
が
 

婚
姻
し
た
。
（
事
実
婚
、
 

同
居
人
、
生
活
を
共
に
し
 

て
い
る
場
合
も
含
み
ま
す
。
）
 

只
手
当
を
受
け
て
い
る
人
が
 

児
童
の
養
育
、
監
護
を
し
 

な
く
な
っ
た
。
（
受
給
者
ま
 

た
は
児
童
の
死
亡
、
行
方
 

不
明
）
 

ハ
．
手
当
を
受
け
て
い
る
人
が
 

国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
 

金
を
除
き
ま
す
。
）
、
厚
 

生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公
 

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

三
遺
棄
さ
れ
て
い
た
児
童
の
 

父
が
帰
っ
て
来
た
。
（
子
供
 

の
安
否
を
気
遺
う
電
話
、
 

手
紙
等
が
あ
っ
た
場
合
も
 

含
み
ま
す
。
）
 

も
児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
 

る
支
給
要
件
に
該
当
し
な
 

く
な
っ
た
。
 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
児
 

童
扶
養
手
当
証
明
に
記
入
さ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
必
ず
熟
読
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
民
生
部
児
童
家
庭
課
 

児
童
扶
養
手
当
係
 

冒
0
9
2
 
眼
1
1
1
1
 

役
場
福
祉
課
福
祉
係
 

万夷方，たhut九州公演 
し
ま
す
。
 

ま
ち
が
い
1
 

1992/2月妬REk 
， ~ ~ ~一，■一 且 A ‘ ~ ~’ 一~~‘'’」 

! 開場PMG:OO ■濃PUB:40 

田川 
文化センター 

in kyusliu 

322 
夫
の
勤
め
る
会
 

社
で
、
自
動
的
に
妻
の
国
民
年
 

金
加
入
届
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
 

別
に
届
け
出
な
ん
て
し
な
く
て
 

い
い
の
よ
。
 

正 
解 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
 

扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
は
、
年
金
 

手
帳
と
健
康
保
険
証
を
添
え
て
 

ノ
国
民
年
金
係
へ
第
3
号
被
保
険
 

者
該
当
届
（
加
入
届
）
を
し
な
 

け
れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
 

た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
印
鑑
 

も
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

ま
ち
が
い
2
 

第
3
号
被
保
険
 

者
該
当
届
を
出
し
た
ら
、
国
民
 

年
金
保
険
料
を
毎
月
納
め
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
の
よ
。
も
し
く
 

は
夫
の
給
料
か
ら
そ
の
分
天
引
 

き
さ
れ
る
の
よ
。
 

正 
解 

妻
に
一
定
額
以
上
の
収
 

入
が
な
く
、
夫
に
扶
養
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
 

別
個
に
保
険
料
を
納
め
る
必
要
 

も
な
く
、
夫
の
給
料
か
ら
天
引
 

き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
加
入
 

す
る
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
保
 

険
や
共
済
組
合
）
全
体
か
ら
、
 

妻
の
保
険
料
相
当
が
負
担
さ
れ
 

ま
す
。
 

ま
ち
が
い
3
 

ず
っ
と
前
か
ら
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養
さ
 

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
今
か
ら
 

第
3
号
被
保
険
者
該
当
届
を
出
 

し
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
 

で
き
る
の
よ
。
だ
か
ら
届
け
出
 

は
い
つ
で
も
い
い
の
よ
。
 

正 
解 

国
民
年
金
へ
の
加
入
に
 

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
 

め
ら
れ
ま
す
が
、
保
険
料
納
付
 

の
時
効
が
2
年
よ
り
も
前
の
期
 

間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
未
 

納
期
間
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
 

ま
す
。
つ
ま
り
年
金
を
受
け
る
 

た
め
に
必
要
な
期
間
が
不
足
し
 

て
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
 

り
、
J
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
 

J
 

り
し
ま
す
。
届
け
出
は
す
み
や
 

か
に
。
あ
な
た
自
身
の
た
め
で
 

す。 
ま
ち
が
い
4
 

第
3
号
被
保
険
 

者
該
当
届
を
一
度
出
せ
ば
、
も
 

う
何
も
し
な
く
て
も
、
将
来
、
 

年
金
は
も
ら
え
る
の
よ
。
 

正 
解 

第
3
号
被
保
険
者
該
当
 

届
を
提
出
後
、
夫
が
勤
務
す
る
 

会
社
を
変
わ
る
こ
と
な
く
引
き
 

続
い
て
い
る
場
合
は
、
特
に
届
 

け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

夫
が
転
職
し
た
り
、
退
職
、
ま
 

た
は
離
婚
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
 

の
都
度
、
国
民
年
金
保
険
者
種
 

別
変
更
届
等
の
届
け
出
が
必
要
 

で
す
。
ま
た
、
 
65 

歳
に
な
っ
た
 

と
き
も
、
老
齢
給
付
裁
定
請
求
 

書
を
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
 

い
た
だ
か
な
い
と
、
い
つ
ま
で
 

た
っ
て
も
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
 

せ
ん
。
 

ま
だ
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
 

い
方
、
手
続
き
の
方
法
が
よ
く
 

わ
か
ら
な
い
方
は
役
場
住
民
課
 

国
保
年
金
係
へ
お
気
軽
に
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

学生の国民年金への当然加入 

ノ
 
、ノ 

ー

l

ー
 
ー
 

、
療
育
手
帳
の
書
換
え
を
ー
 

昨
年
 12 

月
1

日
よ
り
、
精
神
 

薄
弱
者
（
児
）
に
対
す
る
旅
客
鉄
 

道
株
式
会
社
等
の
旅
客
運
賃
の
 

割
引
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
 

す。 こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
 

た
め
に
は
、
現
在
お
持
ち
の
手
 

帳
の
書
換
え
が
必
要
で
す
。
 

書
換
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
 

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
 

は
、
役
場
又
は
居
住
地
の
福
 

祉
事
務
所
へ
手
帳
・
印
鑑
・
写
 

真
ー
枚
（
3
m

×
4

帥
）
を
持
 

参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
 

ー 

、ノ 

福
岡
県
田
川
福
祉
事
務
所
 

総
務
課
社
会
係
 

図
8
1
1
1
 

役
場
福
祉
課
福
祉
係
 

金

子

長

雄

氏

、

厚

生

大

臣

表

彰

 

昨
年
 10 

月
 16 

日
金
子
医
院
の
院
 

12 

月
末
ま
で
の
 43 

年
の
長
い
間
、
 

長
金
子
長
雄
さ
ん
が
東
京
の
厚
 

金
田
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
 

生
省
講
堂
に
お
い
て
国
民
健
康
 

議
会
委
員
と
し
て
国
民
健
康
保
 

保
険
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
 

険
事
業
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
、
 

ま
し
た
。
 

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
 

金
子
さ
ん
は
、
昭
和
 23 

年
任
 

表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

意
の
組
合
か
ら
市
町
村
公
営
体
 

本
当
に
長
い
間
、
ご
苦
労
さ
 

制
に
移
っ
た
時
か
ら
平
成
2

年
 

ま
で
し
た
。
 

戦
没
者
等
の
「
遺
族
へ
 

特
別
弔
慰
金
を
支
給
 

戦
没
者
等
の
遺
族
の
 

み
な
さ
ん
へ
 

次
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
 

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
 

に
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
は
支
 

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

要 

件 

①
戦
没
者
死
亡
当
時
に
三
親
 

等
内
の
親
族
で
あ
っ
た
方
 

②
昭
和
 60 

年
4
月
1

日
、
平
 

成
元
年
3
月
 31 

日
の
間
に
 

遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が
 

遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た
 

請
求
期
限
 平

成
4
年
6
月
 27 

日
 

「
問
合
先
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
 

廿
0
9
2
 
回
1
1
1
1
 

役
場
福
祉
課
福
祉
係
 

（
詳
細
は
、
昨
年
広
報
 12 

月
号
 

で
既
報
済
で
す
）
 

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
 

会
に
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

た。 今
後
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 
義
臣
 

（
寄
付
金
と
し
て
。
）
 

o
金
田
町
昭
和
町
 

岸
田
 
正
之
 
様
 

o
金
田
町
陶
芸
教
室
 

会
員
 
御
一
同
 
様
 

o
金
田
町
役
場
 

活
性
化
推
進
委
員
会
 

商
工
イ
ベ
ン
ト
部
会
 

御
一
同
 
様
 

o
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
 

四
丁
目
 13 

ー
 27 

柳
井
 
是
宣
 
様
 

（
寄
贈
 

車
イ
ス
）
 

o
金
田
町
敷
島
 

本
田
 

様
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 
金
色
 

ュ
キ
ェ
様
 

東
金
田
 

o
故
 
辰
島
 

敷
島
 

o
故
 
田
中
 

南
木
 

o
故
 
桑
野
 

神
崎
一
 

o
故
 
蜂
屋
 

西
金
田
 

o
故
 
平
島
 

上
金
田
 

金
色
 
政
幸
様
 

宗
一
様
 

大
森
 

敏
様
 

利
男
様
 

田
中
 

毒
様
 

ハ
ッ
ョ
様
 

若
江
 
征
英
様
 

ハ
ル
ェ
様
 

蜂
屋
 
憲
一
様
 

元
春
様
 

平
島
 
俊
英
様
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さあやか君 め 
宗 ‘逼了 

メーン／コテー／／ドーメノ 
Hーー剣道会員募集ーート 

何
か
身
体
に
い
 

い
こ
と
を
し
ま
せ
 

ん
か
。
金
田
町
剣
 

友
会
は
子
ど
も
た
 

ち
を
中
心
に
、
男
 

女
一
緒
に
剣
道
の
 

稽
古
に
汗
を
流
し
 

て
い
ま
す
。
苦
し
 

い
稽
古
を
し
た
成
 

果
（
大
き
な
声
を
 

出
し
て
一
本
と
る
）
 

が
出
た
時
の
喜
び
 

を
味
わ
え
る
の
が
 

剣
道
で
す
。
 

稽
古
場
所
 
神
崎
児
童
館
 

B
岡
5
6
6
1
 

日
時
 

（
毎
週
月
・
水
・
金
）
 

18 

時
5
 19 

時
 30 

分
 

（
子
ど
も
）
 

一 

19 

時
 30 

分
、
 20 

時
 30 

分
 

（一 

般） 

会
 

費
 
2
千
円
囲
 

（
子
ど
も
）
 

募
集
は
、
稽
古
日
に
受
付
け
 

て
い
ま
す
。
小
学
一
年
生
以
上
 

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
 

（今年の元旦の初稽古） 

こ
こ
に
も
 

ひ
と
づ
く
り
、
 

ま
ち
づ
く
り
 

昨
年
末
の
 12 

月
 16 

日
の
こ
 

と
で
す
。
隣
の
田
川
市
精
で
 

作
業
衣
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
 

ア
を
着
用
し
た
多
数
の
高
校
 

生
が
道
路
の
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
 

を
回
収
し
て
い
ま
し
た
。
見
 

慣
れ
な
い
光
景
で
し
た
の
で
、
 

さ
っ
そ
く
取
材
し
ま
し
た
。
 

こ
の
高
校
生
た
ち
は
見
立
 

田
川
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
 

た
ち
で
、
 

「
学
校
周
辺
の
地
 

域
の
人
た
ち
に
お
世
話
に
な
っ
 

て
い
る
お
礼
に
」
と
、
学
校
 

周
辺
の
空
カ
ン
・
ゴ
ミ
を
中
 

心
に
回
収
作
業
の
校
外
清
掃
 

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
 

生
徒
会
長
の
高
橋
弘
樹
君
 

は
 
「
こ
れ
だ
け
の
空
カ
ン
・
 

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
ろ
ー
は
 

!
 

【田川工業高校生全員による空カン・ゴミ回収】 

かみかなだ 12月21日 Qーーs、 一ー ～でンどり 

あのちく 、h、 
＼ このちく へ＼\ 

そのクラブ 
，ドウイングー,ジ 

地域・親子ふれあい 

講 演 会 

かみかなだで、はじめての講演会が 

開かれました。 

子どもからお年寄りまで 

120名の方が参加され、中島忠雄先生 

の講演を熱心に聴いていました。 

この地区では、公民館のなかに社会 

教育部会があり子ども会・育成会・婦 

人会・青年団・老人会と公民館で構成されています。 

一つの団体のみでするのではなく、地区全体で取り組み 

を、 との合意のもと、各種イベントが行なわれています。 

こ＼ 

) こー~ーさ一~ー・ 

flZ i ー 回 
Q 

く
 

山‘ 

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

清
掃
も
必
要
で
す
が
、
資
源
を
 

大
切
に
す
る
気
持
も
必
要
で
す
 

ね
、
そ
し
て
今
後
も
実
施
し
た
 

い
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

二
時
間
あ
ま
り
の
清
掃
で
4
 

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
2
台
分
の
‘
収
 

穫
・
が
あ
り
ま
し
た
。
 

現
在
、
金
田
町
内
で
も
各
地
 

区
で
リ
サ
イ
ク
ル
（
廃
品
 

回
収
美
化
運
動
）
が
盛
ん
 

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
せ
め
て
自
分
た
ち
 

の
周
辺
で
も
き
れ
い
に
、
 

そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
へ
 

の
感
謝
を
込
め
て
の
清
掃
、
 

こ
の
気
持
が
、
金
田
町
だ
 

け
で
は
な
く
、
田
川
全
体
 

に
広
が
れ
ば
な
ん
と
す
ば
 

ら
し
い
‘
ま
ち
・
に
な
る
 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
ホ
ッ
 

ト
な
情
報
は
、
何
か
心
の
 

や
す
ら
倉
を
覚
え
ま
す
ね
。
 

、

ノ

 

ー
ご
存
じ
で
す
か
？
県
の
情
報
公
開
 

情
報
公
開
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
 

が
必
要
に
応
じ
て
県
が
持
っ
て
 

い
る
情
報
を
見
た
り
手
に
入
れ
 

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
 

で
す
。
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
や
 

地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
 

情
報
公
開
の
案
内
を
し
た
り
相
 

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
行
政
資
料
 

を
展
示
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
 

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

【
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
】
 

県
庁
舎
行
政
棟
一
階
北
側
 

廿

0

 

、、J 
ー

 

。v

。
乙
砧
‘
1

・1

'1

'1 

/

I

、、 

【
筑
豊
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
】
 

県
飯
塚
総
合
庁
舎
一
階
 

B
O
9
4
8
四
5
4
5
9
 

入
ご
利
用
時
間
v
 

平
 
日
 
9
時
ー
 12 

時
 

13 

時
、
 16 

時
 30 

分
 

土
曜
日
 
9
時
5
 12 

時
 

村
 

一ゆ 

（
第
2

・
4
土
曜
日
は
 

休
み
で
す
。
）
 

入
問
い
合
わ
せ
V
 

〒
八
一
二
 

福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
7
 

福
岡
県
総
務
部
 

I

ー

”

I

 

県
政
情
報
課
企
画
運
営
係
 

国
立
療
養
所
田
川
新
生
病
院
 

は
、
厚
生
省
よ
り
週
 40 

時
間
勤
 

務
制
（
週
休
ニ
日
制
）
の
試
行
 

実
施
の
指
示
に
よ
り
、
1
月
 25 

日
の
土
曜
日
よ
り
、
土
曜
日
は
 

休
診
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
急
患
の
方
に
つ
い
て
 

は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。
 

田
問
い
合
わ
せ
 

田
川
新
生
病
院
 

廿
倒
0
6
9
0
 

雪
ふ
 

、
ヤ
人
だ
 

小

よ

 

あなたも、参加しませんかノ 
―全国植樹祭参加募集― 

福岡県では第43回全国植樹祭に参加希望される方を募集しています。 
■開催 日 5月10日（日） 

■開催場所 朝倉郡夜須町 夜須高原全国植樹祭会場 
■募集人員 1.000名 

■応募資格 小学生以上の福岡県内居住者 
■応募期間 2月1日から26日まで 
■応募方法 官製はがきに「第43回全国植樹祭参加希望」 と記入の上、 

郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、自宅電話番号を記入の上、下記 
あて申し込んで下さい。 

■申込み・問い合わせ先 

9 812 福岡市博多区東公園7番7号 
福岡県庁内第43回全国植樹祭福岡県実行委員会事務局 

（電話）092 一641 -0800 

■その他、応募多数の場合参加者は抽選により決定（抽選結果の発表は 
招待状の発送（4 月上旬に予定）をもって代えさせていただきます。 

り 

書 r
γ
 

d
 

I 

入令 ④ ③ ②①へ受定等 
社問ンいし 認契 容事ー ー仕げぎめ田、 ふ， 
「llいにて た契影約什峯の ごす 車プ わ 窟川 、 ・ね 

畢倉佳豪髭鷲言I’喬奥璽言麗言霊負轡、任 
ノ、 ’ ~ ’~ r 口 」」L ノ ‘、 ’ー ーー ~ ．大 ~ ‘~ ＝ ，、I vJ レ、 

,.tb 薄難聾難I舞甘 
田 人炭 気ダタの 芋任 ら苫マき主二蘭人 だ 

帯高鷲 讐ミL Uj\ ぞ或I 9。甲碧私さ 
誓g 多 蘇'; 彰 冨暴 
14742 1 華’二請、 、』ミ 明お 町＝I ち 

l 5 

し；与 もが 者￥ 契す 補づ高ノ 
じニと完 のニ 約る 助き齢ノ

’。づ了 確’。 内仕 を指者 

〒
八
二
六
 

・

、
 

一
般
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
で
r
 

従
業
員
 49 

名
以
下
の
中
小
規
 

模
事
業
場
従
事
者
を
対
象
に
、
 

平
成
3
年
度
の
一
般
定
期
健
康
 

診
断
を
1
月
 10 

日
よ
り
3
月
 31 

日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
 

い
ま
だ
、
今
年
度
の
健
診
を
お
 

済
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
 

機
会
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
 

勧
め
し
ま
す
。
 

健
診
費
用
は
事
業
主
負
担
と
 

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
 

の
方
は
事
業
主
を
通
じ
て
田
川
 

医
師
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
 

さ
い
。
 

（
町
内
の
健
診
実
施
医
療
機
関
）
 

宇
都
宮
医
院
 

入
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
v
 

田
川
医
師
会
事
務
局
 

廿
《
1
6
4
7
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\ 4月中旬オープンの県下一の眺望をもつ

\ 
平
成
元
年
よ
 

り
神
崎
古
谷
池
 

周
辺
に
建
設
し
 

て
い
ま
し
た
金
 

田
公
園
（
仮
称
）
 

は
、
三
月
末
で
 

80 

％
の
工
事
を
 

完
了
し
、
四
月
 

中
旬
オ
ー
プ
ン
 

で
全
体
的
に
各
 

施
設
（
後
記
）
 

が
使
用
で
き
る
 

こ
と
に
な
り
ま
 

す。 

こ
の
た
び
、
こ
の
公
園
の
名
 

称
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
か
 

ら
募
集
し
命
名
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
 

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

o
応
募
方
法
 
電
話
・
ハ
ガ
キ
 

封
書
で
も
 

o
応
募
先
 
役
場
企
画
開
発
課
 

o
締
切
り
 

3
月
 16 

日
囲
 

o
名
付
け
親
に
限
り
記
念
品
を
 

贈
呈
し
ま
す
。
 

‘
公
園
・
の
施
設
 

ど
う
し
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
 

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
 

現
在
、
金
田
町
で
は
、
ま
ち
 

お
こ
し
・
活
性
化
事
業
の
ー
つ
 

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
 

（
名
勝
・
旧
跡
・
文
化
の
堀
り
 

お
こ
し
な
ど
）
を
行
っ
て
「
い
ま
 

す。 世
界
的
文
豪
 
森
鴎
外
や
放
 

浪
の
詩
人
種
田
山
頭
火
も
、
こ
 

の
金
田
町
で
宿
泊
し
た
と
の
一
 

節
が
小
倉
日
記
や
山
頭
火
日
記
、
 

な
ど
に
あ
り
ま
し
た
。
 

森
鴎
外
の
宿
泊
先
 

青
 

柳
 

種
田
山
頭
火
の
宿
泊
先
 

橋
之
屋
 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
宿
泊
先
 

を
調
べ
ま
し
た
が
、
は
っ
き
り
 

し
ま
せ
ん
。
も
し
、
ご
存
知
の
 

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
 

教
え
て
下
さ
い
。
 

連
格
先
 
企
画
開
発
課
ま
で
 

森
 
鴎
外
『
小
倉
日
記
』
 

（
原
文
よ
り
一
部
抜
粋
）
 

（
明
治
三
十
二
年
七
月
）
 

四
日
。
雨
。
午
前
七
時
行
橋
 

を
発
し
、
午
に
近
づ
 

き
て
七
曲
嶺
を
越
ゆ
。
 

隠
道
あ
り
。
 

こ
の
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
公
式
戦
使
用
四
面
コ
ー
ト
）
で
 

老
寿
雁
」
 

い
い
づ
か
国
際
車
イ
ス
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
o

香
春
杜
氏
の
家
に
午
餐
す
。
 
某
 

（
詳
細
は
3

月

号

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

）

 

『
 

一 
～
 

氏
題
す
る
所
の
楚
文
の
匠
額
あ
 

'
 

り
。
精
村
西
方
の
高
地
に
至
り
 

て
演
習
す
。
夜
金
田
停
車
場
辺
 

の
旅
店
青
柳
に
舎
る
。
 

五
日
。
雨
。
金
田
を
発
し
、
 

人
見
、
神
崎
を
経
て
鹿
毛
ノ
馬
 

に
至
り
、
演
習
す
。
…
・
・
・
 

種
田
山
頭
火
『
日
記
』
 

（
原
文
よ
り
一
部
抜
粋
）
 

（
大
正
七
年
）
 

一
月
四
日
 

晴
、
活
湯
授
叱
つ
 

か
に
一
里
、
金
田
、
橋
之
屋
 

朝
酒
に
よ
っ
ぱ
ら
っ
て
、
い
 

ち
に
ち
土
手
草
に
寝
そ
べ
っ
て
 

る
た
。
風
が
あ
た
、
か
く
て
、
 

気
が
の
び
の
び
と
し
た
。
 

夜
も
ぐ
っ
す
り
寝
た
。
 

比
宿
の
食
事
は
ボ
ク
チ
ン
に
 

は
め
ず
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
 

森
鴎
外
文
学
記
念
碑
は
、
本
 

年
三
月
末
ま
で
に
、
平
成
筑
豊
 

鉄
道
本
社
（
金
田
駅
）
の
玄
関
 

右
側
に
建
立
し
ま
す
。
 

j 

j 

マンサク 

厨
u
川
ぺ
ば
u
州）d
] 

予
防
接
種
一
 

次
の
と
お
り
麻
し
ん
（
は
し
 

か
）
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
 

す
の
で
、
希
望
者
は
福
祉
課
ま
 

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

1
．
接
種
日
 

3
月
5

日
 
困
 

3
月
6
日
 
圏
 

2
．
対
象
者
 

生
後
 18 

ケ
月
5
 36 

ケ
月
ま
で
 

の
留
ル
（
但
し
、
は
し
か
に
か
 

か
っ
た
幼
児
は
終
生
免
疫
効
果
 

が
あ
る
の
で
、
！
受
け
る
必
要
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
）
 

3
・
メ
切
日
 

2
月
 25 

日
働
 

ー
 
〇
 
編
 
集
 
後
 
記
 
〇
ー
 

今
月
号
は
、
糖
尿
病
を
と
り
 

あ
げ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

最
近
、
知
人
と
の
会
話
の
中
で
 

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
 

く
、
こ
れ
は
、
現
代
の
糖
尿
病
 

そ
の
も
の
に
変
化
が
あ
る
の
で
 

は
、
と
思
い
た
っ
た
の
が
も
と
 

で
す
。
 

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
る
中
で
、
 

栄
養
・
運
動
・
ス
ト
レ
ス
と
、
 

ど
う
も
私
自
身
の
生
活
の
サ
イ
 

ク
ル
を
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
。
 

こ
れ
を
機
に
、
少
し
私
達
自
 

身
の
生
活
な
ど
を
考
え
直
す
必
 

要
が
あ
り
ま
す
ね
。
 

（
こ
の
後
記
を
書
い
て
い
る
の
 

は
、
夜
 11 

時
過
ぎ
）
ダ
メ
か
な
？
 


